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■ 聖路加看護学会のロゴマークができました！ 

St. Luke’s Society for Nursing Research 

聖路加看護学会ニュースレター 
No.55 2021. 11. 30 

この度、本学会のロゴマークを作成しました。 

広報委員会で検討したロゴマークの 4つの案について、 

会員の皆様からご意見を募集したところ（2021年 11月

4日～11日）、152件の回答をいただきました。多くのご

関心をお寄せいただき、感謝いたします。 
聖路加看護学会ロゴマーク 

アンケートでは、学会誌の表紙からのイメージで作成したロゴマーク（A案）を選んだ

回答が 6割以上でした。その後、お寄せいただいたご意見や理事会の検討を経て

微修正し、最終版ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

ロゴマークは聖路加看護学会のシンボルとして、みなさまに学会活動を親しんでいた

だけるよう、広くご活用いただきたいと思っております。 
 

また、昨年は学会創立２５年の年でした。この機に、学会ホームページのリニューアル

をめざして検討しています。新ホームページには、ロゴマークも掲載する予定です。 

会員の皆様にとっても、本学会に関心をもってくださる会員以外の方にとっても、より

利用しやすく親しみやすいホームページをめざしています。 

 

 

 

 

 

 

 
（広報委員会） 

ロゴマークに関するアンケートのトップページ（左上が A案） 

現在（リニューアル前）のホームページ画面 
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■ 第 27回聖路加看護学会学術大会のお知らせ 

- 

■ ≪速報≫ 会員総会が開催されました 

- 昨年度はコロナ禍のため開催が見送られましたが、今年度の会員総会

は web開催となりました。開催日時は、2021年 11月 27日（土） 

16:05～16：30で、理事長挨拶に始まり、理事会および各委員会等

からの活動報告、2021年度の事業経過報告、次年度開催予定の第

27回学術大会会長の挨拶等がされました。 

webでの開催は初めてでしたが、31名の参加があり、なごやかな総

会となりました。 

 

亀井理事長挨拶 

日時：２０２２年９月１８日～２５日 

オンライン開催 

テーマ：オーダーメイド医療と看護 

学術大会会長：有森 直子（新潟大学） 

 

現在、遺伝子と病気の関係、遺伝子と薬

剤の効果などの様々な研究成果が臨床

現場に応用される取り組みが始まってい

ます。オーダーメイド医療とは、遺伝要因等

による個人ごとの違いを考慮した予防・診

断・治療の実現をめざしています。 

これまでも看護は、個人ごとの違い「個別

性」を重視してきました。 

オーダーメイド医療と看護について、参加

者の皆様と共に考える機会としたいと思

います。 

第 27回学術大会有森会長挨拶 

広報委員会報告スライド 

第 27回学術大会のお知らせは、内容を一部修正しました。 

2022.01．27（編集担当） 
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本委員会では高度看護実践開発を推進する活動をしており、高度看護実践の役に立つべく毎年

プログラムを検討し実施しています。今年は 10月 31日（日）に「covid-19で発揮された専門

看護師の底力〜チャレンジとその成果〜」をテーマに web研修会を開催しました。 

covid-19感染拡大下で活躍された２人の専門看護師―河野伸子先生 （横須賀共済病院・精

神看護専門看護師）、岩本大希先生（ウィル訪問看護ステーション・在宅看護専門看護師）を講

師としてお迎えし、専門看護師としてのチャレンジの実際、その成果や課題、導き出した知見などに

ついてお話しいただきました。146名の方にご参加いただき、活発な質疑が行われ、パンデミック

下で高度看護実践家が果たしうる役割について深く考えることができました。ご参加いただきまし

た皆様、ありがとうございました。 

詳細なご報告はニュースレター2月号に掲載予定ですので、是非お読みください。 

（担当 委員長：野末聖香，委員：青木悠，猪飼やす子，佐藤直子，中島千春，矢ヶ崎香） 

■ 高度実践看護開発検討委員会    研修会を開催しました 

■ 学会誌編集委員会    執筆要項の一部改訂について 
聖路加看護学会誌編集委員会では、執筆要項を一部改訂致しました。文字数の上限を増やす

など、会員の皆様の論文投稿がよりスムーズになるように致しました。 

詳しい内容は、ホームページのオンライン投稿システムのページより学会誌ホームページより ご

確認ください。引き続き、みなさまの貴重な研究成果をお待ちしております。 

（担当：有森直子） 

■ 選挙管理委員会    理事選挙を実施しました 
聖路加看護学会理事の任期が 2022 年 6 月に満了することに伴い、理事選挙を実施しまし

た。2021年 9月 6日～9月 30日の投票期間後の、10月 5日に選挙管理委員による開票

作業を行いました。選挙人としてご投票いただいた評議員の皆様、円滑な選挙へのご理解・ご

協力をいただき、ありがとうございました。 

（担当：髙橋恵子，西村恵理奈，永井智子） 

■ 庶務    会員数は５９１名となりました 
今年度は会員総会を開催することができ、会員の皆さまのお顔を見ることのできる機会も少しず

つ戻ってきたように思います。聖路加看護学会では、時期を問わず新規会員を募集しています！

周辺にご関心のある方がいらっしゃいましたら、ぜひ入会をお声かけくださいませ。会員数は、

591名となりました（11月 5日現在）。 

現会員様のご所属、住所、メールアドレス等ご変更の際には、事務局へのご連絡を引き続きよろ

しくお願い致します。 

（担当：大久保暢子，西垣佳織，森田誠子） 

■ 会計    ２０２１年度の会費納入をお願いします 
今年度（2021年）の会費納入がお済みでない方は、下記の指定口座にお振込みをお願いい

たします。 

振込先：郵便振替口座   口座番号：00100-8-670371 

加入者名：一般社団法人 聖路加看護学会  ｼｬ)ｾｲﾙｶｶﾝｺﾞｶﾞｯｶｲ 

今後も学会活動の一層の充実を図り、会員の皆様に還元できるよう努めていきますので、 

ご多忙とは存じますが、会費納入へのご理解・ご協力を何卒よろしくお願い申し上げます。 

（担当：平林優子，小林真朝） 



 

 

一般社団法人  聖路加看護学会ニュースレター No.55 

▶ 発行：2021 年 11 月 30 日    

▶ 編集：広報委員会 （ 竹森志穂 佐居由美 大橋久美子 瀬戸山陽子 松尾尚美 ） 
▶ 連絡先：〒104‐0044 東京都中央区明石町 10-1 聖路加国際大学内 
 

[学会ホームページ] http://slnr.umin.jp/ 

ニュースレター発行や様々な情報をメーリングリストでお伝えします。 

メールアドレスが変更された場合は、学会事務局 slnr@slcn.ac.jp までご連絡ください 
 

  

■ 編集後記 

2021. 11. 30. Ｎｏ. 55 

本号では、ロゴマーク作成をトップニュースにしました。ロゴマークは、会員の皆様のご意見も取り

入れて決定したいと考え、web フォームから投票していただきました。デザインに関するアイデアも

いくつもいただきました。最終的に文字間や色を調整して完成となり、皆様にお披露目できること

になりました。これから、様々にご活用いただき、会員の皆様に愛されるロゴマークとして、長く親し

んでいただければと思います。また、次号では、第 26回学術大会の報告を予定しております。 

これから冬本番になりますので、引き続きどうぞ皆様ご自愛下さい。 

（担当: 竹森志穂, 佐居由美, 大橋久美子, 瀬戸山陽子, 松尾尚美） 

■ 学術交流委員会   学術交流集会と研究助成のお知らせ 

【学術交流集会】 

学術交流委員会では、看護の現場で活躍する皆様が学び合い、対話できる交流会を毎年企画

しています。詳細が決まりましたのでお知らせします。 

今年度もWEB上で開催いたします。コロナ禍で、遠隔でのコミュニケーションがより身近なもの

になってきた今、改めてWEB時代のコミュニケーションについて話し合う時間をもちませんか？ 

今年度は「WEB時代のコミュニケーション」～遠隔コミュニケーションの特徴と対話の工夫～ 

というテーマで行います。 

日時は、2022年 2月 5日（土）13時～15時で、ZOOMにて開催いたします。 

講師の平泉拓先生（宮城大学看護学群）に話題提供をいただいたのちに、参加者でグループト

ークを行います。 

事前登録制ですので、詳細は学会ホームページをご覧ください。皆様のご参加を心よりお待ちし

ています。 
 

【研究助成】 

2022年度「一般社団法人 聖路加看護学会看護実践科学研究助成基金」の募集を行います。

本研究助成は、看護実践科学研究の推進を目指し、看護実践の向上と看護学の発展に寄与す

ることを目的としております。助成期間は 1年間であり、研究代表者（申請者）は本学会会員で

あることが求められます。申請額の上限を 30万円に引き上げています。 

詳細につきましては、12月中にホームページに応募要項を掲載いたします。聖路加看護学会メ

ーリングリストからもメール配信いたしますので、ご確認ください。皆様のご応募をお待ちしており

ます。 

（担当：吉田俊子） 

 


